
６ 228 228 ７

代表質問代表質問

夜間中学ほしぞら分校

市長公約に対する決意

　　市民・地

域などから、

電気料金や徴

収に対する負

担軽減に関す

る意見や提言

を受け、電気

料金を全額負

担することと

した。

  

　　４月開校に向けた熱意は。

　　不登校生徒を受け入れる

ことができる学びの多様化学

校の指定に加え、事情により

十分教育を受けず中学校を卒

業した方などへの多様な学び

の機会を保証できるものであ

り、着実に準備を進める。

　　宅峰中学校の分校とする

のは分かりづらいが。

　　同一敷地内に分校設置の

例がないことに加え、分校と

学級増では教員配置数に差が

生じることから、教育活動充

実のため、宅峰中学校の分校

として松原中学校に設置する。

　　卒業証書はどの学校から

授与されることになるのか。

　　宅峰中の校長が授与し、

ほしぞら分校の記載はない。

　　本市の持続可能な公共交

通のあるべき姿は。

　　地域をつなぐ交通ネット

ワークの確保を図り、誰もが

安心して移動できる公共交通

体系サービスの構築を目指す。

　　市長公約に対する決意は。

　　公約を実現するために、

第７次総合計画に多くの事業

を盛り込んでいる。

　 こ れ ま で の 取 組 を 成 果 に

結びつけるとともに、新大牟

田駅産業団地等への企業誘致、

妊娠期から子育て期までの切

れ目ない支援及び小中一貫教

育制度の導入などを行う。

　　（仮称）大牟田市ビジネ

スサポートセンターの役割は。

　　企業が抱える課題に対し、

相談・支援を行うワンストッ

プ窓口として新たに設置する。

　　まちなか活性化に向けて

組織機構を見直す決意は。

　　市長直近下位のまちなか

活性化推進室を設置し、トッ

プマネジメントによる効果的

な事業推進を図る。

　　新庁舎整備への考えは。

　　現庁舎の利活用方針案は、

具体的な検討ができる時期に

策定し、新庁舎整備は令和 10

年度の工事着手を目指す。

　　防犯灯及び街路灯の電気

料を市の負担とし、地域を支

援することにした経緯は。

　　移動困難者の市内消費で

経済が回るのでは。

　　庁内の専門委員会で、関

係課との議論を進めている。

　　2024 年問題への考え方

と公共事業に対する影響は。

　　労働の上限規制等で輸送

能力の不足等が懸念される。

国県の動向を注視し対応する。

ドライバー不足など、今後影

響が出るおそれもある。

　公共工事では、４週８休を

見込んだ適正工期を確保した

発注や発注の平準化を進める。

　　ライドシェアは、無資格

で客を乗せるため危険であり、

タクシーの運転手不足に拍車

をかける可能性があるが。

　　安全確保が重要であり、

多くの課題がある。タクシー

会社以外の参入など、国の動

向を注視する必要がある。

　　全国の複数自治体でライ

ドシェア導入を検討している

が、本市の考えは。

　　国に指定されれば導入も

可能だが、慎重な検討が必要。

　　ＪＲ銀水駅前トイレ整備

事業に対する市長の考えは。

　　新年度予算を計上し、整

備に対する意見聴取を行い、

基本設計に反映した上で、Ｊ

Ｒ九州の協力を得ながら、令

和６年度中の完成に取り組む。

　　　　ＪＲ九州に陳情を行

い、協力を要請されたい。 
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税の配分は政治の責任のもと事業の見直しを

　　令和４年

度に策定した

新・基本方針

では、建設地

は現在地、立

体駐車場敷地、

笹林公園のい

ずれかとして

いる。庁舎整

備基本構想策

定審議会において、場所の決

定等の検討を進めていく。ま

た、同方針では、庁舎整備と

本館の取扱いをそれぞれ分け

て検討することとしている。

　　大牟田市出身の洋画家で、

大牟田大使でもある大津英敏

先生は、まさに郷土が生んだ

洋画界の巨匠。その先生の作

品をはじめとする本市出身の

文化芸術家の作品を常設展示

し、市民が気軽に鑑賞するこ

とができる場を設けるべきと

考えるが、当局の考えは。

　　文化芸術振興プランでは、

優れた文化芸術を、身近な地

域や施設等で鑑賞することな

どを目標の一つとしている。

　今後、本市ゆかりの文化芸

術家の御理解と御協力をいた

だきながら、庁内関係部局や

関係団体等と連携し、文化芸

術鑑賞の機会のさらなる創出

に取り組んでいきたい。

　　　　質の高い文化芸術作

品の鑑賞ができることは、本

市の魅力発信にもつながる。

　将来的には美術館建設にも

つながるよう検討を。

　　「経済の発展」と「学校

教育の充実」が車の両輪のよ

うに回転し、今後も人口 10 万

人都市を維持することで、有

明海沿岸地域のリーディング

シティとなると考える。

　そこで、今後の学校教育の

中心となる義務教育学校につ

いて、設置推進事業の今後の

見通しは。

　　松原中と大正小の敷地等

の測量を終え、基本構想、基

本計画及び基本設計、実施設

計の業務委託、並びに建設工

事の発注方式の検討を進めて

いる。他市の事例では７年程

度要したと聞いているが、教

育委員会としては、１年でも

早く義務教育学校を設置でき

るよう計画を進めていく。

　　新庁舎整備においては、

早急に建設地を決定し、同時

に本館の取扱いも、建設地決

定と明確に分けて検討すべき

と考える。それには市長の政

治判断が必要と思うが。

　　青少年スポーツと観光の

ツーリズムによるにぎわいの

創出を目的に、旧大牟田北高

校跡地や旧勝立中跡地を利用

したスポーツ合宿所の実現に

向けて検討すべきだが。

　　本市には、おおむたアリ

ーナ、御大典記念グラウンド、

延命球場、大牟田港緑地運動

公園などのスポーツ施設が充

実しており、こうした施設を

活用し青少年の交流拡大を図

りたい。

　一方で、交流拡大の推進の

ためには低廉な価格で宿泊で

きる施設が必要で、その実現

に向け関係機関等との協議を

行い、取り組んでいきたい。

     

　　今後、コロナ交付金や過

疎債の活用ができなくなるが、

財源確保の見通しは。

　　歳入に応じた歳出とする

原則の下、国・県の補助金等

を最大限活用し、市税をはじ

め自主財源を確保する必要が

あるため、地域産業の振興、

企業誘致を積極的に展開し移

住・定住を促進していきたい。
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